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総論

グロ ーバル化や少子高齢化の進展に加えて、 Society 5.0の実現に向け大き な産業構造、 社

会構造の変化が予測さ れる 中、 我が国は持続可能で活力ある 社会を目指し た変革を成し 遂げ

なければなり ま せん。 そのために、 大学を はじ めと する 高等教育機関は、 我が国及び国民が

直面する 課題にし っ かり 応えていく 重大な責務を有し ている と いう こ と を 認識し 、 国民や社

会から の期待に応える 改革を 主体的に実行する こ と が求めら れていま す。

文部科学省は、 教育再生実行会議や中央教育審議会等における 議論を踏ま え、 今や待っ た

なし の状況にある 高等教育改革の着実な実現に取り 組んでいま す。 あわせて、 医療人や法曹

など の専門人材の養成や、 地域医療の中核と し ての大学附属病院の機能強化、 質の高い実践

的な職業教育を行い、 専門職業人を養成する 高等教育機関と し て専門職大学等の振興、 高等

専門学校や専門学校の充実など 高等教育の多様な発展のための様々な取組を推進し ていま す。

さ ら に、 子供たちが経済的事情によ り 進学を 断念する こ と のないよ う 、 授業料等減免や奨

学金制度の充実など の修学支援に取り 組むと と も に、 学生の就職活動への支援やキャ リ ア教

育の充実に向けた支援も 行っ ていま す。

第 1 節 高等教育施策の動向

1 コ ロナ禍における高等教育

令和 3 年度は、 世界全体が新型コ ロ ナウ イ ルス 感染症と いう 未曽有の危機に直面し 続ける

中、 我が国の高等教育も 大き な影響を 受けま し た。 こ の誰も 経験し たこ と のない危機を 克服

する ためにも 、 優れた人材を 育成し 、 社会にと っての知の拠点と なる 高等教育機関の役割は

一層重要なも のと なっ ていま す。 眼下のコ ロ ナ禍への対応と 同時に、 Society 5.0時代に向け

た大学教育の質の向上と 教育研究基盤の強化を 図る ためにも 、 ポス ト ・ コ ロ ナを 見据えた、

よ り 望ま し い高等教育の在り 方について、 引き 続き 検討を深めていき ま す。

2 2 0 4 0 年に向けた高等教育のグラ ンド デザイ ン

平成29年 3 月 6 日の中央教育審議会総会において 、 文部科学大臣から 「 我が国の高等教

育の将来構想について」 諮問が行われ、「 第 4 次産業革命」 の進展や、 本格的な人口減少社

会の到来など 経済社会の大き な変化の中で、 高等教育機関が求めら れる 役割を 真に果たすこ

と ができ る よ う 、 おおむね2040年頃を 見据えた、 こ れから の時代の高等教育の将来構想に

ついて総合的な検討を 要請し ま し た。 本諮問を 受け、 中央教育審議会では、 大学分科会将来

構想部会を 中心に約 1 年 8 か月にわたっ て審議を 進め、 平成30年11月26日に「 2040年に向

けた高等教育のグラ ン ド デザイ ン （ 答申）」（ 以下、「 答申」 と いう 。） が取り ま と めら れま し

た（ 図表 2 -5 -1 ）。

第5 章 高等教育の充実

文部科学白書2 0 2 1 　 147

第
第
第

高
等
教
育
の
充
実

【資料１】
「令和3年度文部科学省白書」（文部科学省）より抜
粋（https://www.mext.go.jp/content/20220719-mxt_
soseisk02-000024040_205.pdf）
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答申では、 2040年頃の社会変化の方向と し て、 持続可能な開発のための目標（ SDGs）、

Society 5.0・ 第 4 次産業革命、 人生100年時代、 グロ ーバル化、 地方創生の五つを 挙げてい

ま すが、 ま だ私たちが想像も でき ないよ う な社会が待っ ている かも し れま せん。 し かし 、 予

想不可能だから こ そ、 知識を 組み合わせて新し いも のを 生み出し ていく 力が社会の支えにな

る と 考えら れま す。 答申では、 こ のよ う な 視点に立っ て、 2040年の社会に向けて 日本の高

等教育に期待さ れる 役割を説明し ていま す。

ま た、 答申では、 こ れから の高等教育改革の指針と し て位置付けら れる べき も のと し て、

今後実現すべき 方向性を 三つ提示し ていま す。

1． 学修者が「 何を 学び、 身に付ける こ と ができ る のか」 を 明確にし 、 学修の成果を 学修者

が実感でき る 教育を 行う こ と 。 こ のための多様で柔軟な教育研究体制が準備さ れ、 こ のよ

う な教育が行われている こ と を 確認でき る 質の保証の在り 方へ転換さ れていく こ と 。

2． 18歳人口は、 2040年には、 88万人に減少し 、 現在の 7 割程度の規模と なる 推計が出さ

れている こ と を 前提に、 教育の質の維持向上と いう 観点から の規模の適正化を 図っ た上

で、 社会人及び留学生の受入れ拡大が図ら れていく こ と 。

3． 地域における 高等教育のグラ ン ド デザイ ン が議論さ れる 場が常時あり 、 各地域における

高等教育が、 地域のニーズに応える と いう 観点から も 充実し 、 強みや特色を 生かし た連携

や統合が行われていく こ と 。

こ の方向性に基づいた高等教育改革が 2040年ま でに実を 結び、 教育と 研究の機能が十分

に発揮さ れた高等教育を 通じ 、 我が国そのも のが新し い価値を生み出す国へと 発展し ていく

こ と を期し て、 必要な政策が着実に遂行さ れていく こ と を求めていま す。

図表 2 -5 -1 2 0 4 0 年に向けた高等教育のグラ ンド デザイ ン（ 答申）【 概要】

2040 年に向けた高等教育のグラ ン ド デザイ ン （ 答申）【 概要】

●必要と さ れる人材像と 高等教育の目指すべき姿 ●高等教育と 社会の関係

予測不可能な時代

を生きる人材像

学修者本位の

教育への転換

●教育と 研究を通じ て、 新たな社会・ 経済システムを提案、 成果を還元

●多様で卓越し た「 知」 はイノ ベーショ ンの創出や科学技術の発展にも 寄与

●雇用の在り 方や働き方改革と 高等教育が提供する学びのマッ チング

●「 個人の価値観を尊重する生活環境を提供できる社会」 に貢献

「 知識の共通基盤」

研究力の強化

産業界との協力・ 連携

地域への貢献

平成30年11月26日
中央教育審議会

2040 年頃の社会変化
国連:SDGs「 全ての人が平和と豊かさを享受できる社会」
Society5.0 第4 次産業革命人生100 年時代グローバル化地方創生

Ⅰ． 2040 年の展望と 高等教育が目指すべき 姿…学修者本位の教育への転換…

●普遍的な知識・ 理解と 汎用的技能を文理横断的に身に付けていく

●時代の変化に合わせて積極的に社会を支え、 論理的思考力を持っ て社会

を改善し ていく 資質を有する人材

●「 何を学び、 身に付けるこ と ができたのか」＋個々人の学修成果の可視化

（ 個々の教員の教育手法や研究を中心にシステムを構築する教育から の脱却）

●学修者が生涯学び続けられるための多様で柔軟な仕組みと 流動性

Ⅱ． 教育研究体制…多様性と 柔軟性の確保…

Ⅲ． 教育の質の保証と 情報公表…「 学び」 の質保証の再構築…

Ⅴ． 各高等教育機関の役割等…多様な機関による多様な教育の提供…

Ⅵ． 高等教育を支える投資…コ スト の可視化と あら ゆるセク タ ーから の支援の拡充…

Ⅳ． 18 歳人口の減少を踏まえた高等教育機関の
規模や地域配置…あらゆる世代が学ぶ「 知の基盤」 …

多様な学生 多様な教員 多様で柔軟な教育プログラム 大学の多様な「 強み」 の強化
多様性を 受け止める
柔軟なガバナン ス等

●18 歳で入学する日本人を主な対象と
し て想定する従来のモデルから脱却
し 、社会人や留学生を積極的に受け
入れる体質転換

●各学校種（ 大学、専門職大学・ 専門職短期大学、短期大学、高等専門学校、専門学校、大学院）にお
ける特有の課題の検討

●転入学や編入学などの各高等教育機関の間の接続を含めた流動性を高め、より多様なキャリアパス
を実現

●全学的な教学マネジメント の確立
→各大学の教学面での改善・ 改革に資する取組に係る

指針の作成
●学修成果の可視化と情報公表の促進
→・ 単位や学位の取得状況、学生の成長実感・ 満足度、

学修に対する意欲等の情報
　・ 教育成果や大学教育の質に関する情報の把握・ 公

表の義務付け
→全国的な学生調査や大学調査により 整理・ 比較・ 一

覧化

●文理横断・ 学修の幅を 広げる 教
育、 時代の変化に応じ た迅速かつ
柔軟なプ ログラ ム編成

●各大学のマネジメント 機能や経営力
を強化し 、大学等の連携・ 統合を円滑
に進められる仕組みの検討

●複数の高等教育機関と地方公共団体、産業界が各地
域における将来像の議論や具体的な連携・ 交流等の
方策について議論する体制として

　「 地域連携プラット フォーム（ 仮称）」を構築

●歴史的経緯と、再整理された役割を踏まえ、地域にお
ける高等教育の在り方を再構築し 高等教育の発展に
国公私全体で取り組む

●国立大学の果たす役割と必要な分野・ 規模に関する一
定の方向性を検討

●将来の社会変化を見据えて、社会人、留
学生を 含めた「 多様な価値観が集まる
キャンパス」の実現

●学生の可能性を伸ばす教育改革のため
の適正な規模を検討し 、教育の質を保証
できない機関へ厳しい評価

【 参考】2040 年の推計
•18 歳人口： 120万人（ 2017）
　 　 　 　 　 →88 万人（ 現在の74% の規模）
•大学進学者数： 63万人（ 2017）
　 　 　 　 　 →51万人（ 現在の80% の規模）

●人材養成の観点から 各機関の「 強
み」 や「 特色」 を よ り 明確化し 、
更に伸長

→リカレント 教育、留学生交流の推進、
　 高等教育の国際展開

●実務家、若手、女性、外国籍など
の様々な人材を登用できる仕組
みの在り方の検討

→教員が不断に多様な教育研究活動
　 を行うための仕組みや環境整備
　（ 研修、業績評価等）

→学位プログラムを中心とした大学制
　 度、複数の大学等の人的・ 物的資源の
　 共有、ICTを活用した教育の促進

→国立大学の一法人複数大学制の導入、経営改善に向けた指導強化・ 撤退を含む早
　 期の経営判断を促す指導、国公私立の枠組みを越えて、各大学の「 強み」を活かし
　 た連携を可能とする「 大学等連携推進法人（ 仮称）」制度の導入、学外理事の登用

●設置基準の見直し
　（ 定員管理、教育手法、施設設備等について、

　 時代の変化や情報技術、教育研究の進展等

　 を踏まえた抜本的な見直し ）

●認証評価制度の充実
　（ 法令違反等に対する厳格な対応）

教育の質保証システムの確立

●国力の源である高等教育には、引き続き、公的支援の充実が必要
●社会のあらゆるセクターが経済的効果を含めた効果を享受することを踏まえた
　 民間からの投資や社会からの寄附等の支援も重要（ 財源の多様化）

●教育・ 研究コスト の可視化
●高等教育全体の社会的・ 経済的効果を社会へ提示

公的支援も含めた社会の負担への理解
を促進
→必要な投資を得られる機運の醸成

高等教育機関への進学者数と
それを 踏まえた規模

地域における高等教育

国公私の役割

3 令和 3 年度の大学改革の動向

我が国社会のあら ゆる 側面において、 かつて経験し たこ と のないス ピ ード で大き な変化が
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進行し ていま す。 例えば、 IoT （ Internet of T hings）、 ビ ッ グデータ 、 人工知能など の「 第

4 次産業革命」 のイ ノ ベーショ ン を社会実装する 「 Society 5.0」 の実現は、 既存の産業構造、

就業構造、 更には人々の生活を 一変さ せる 可能性がある こ と が指摘さ れていま す。 こ のよ う

な経済社会の変化やグロ ーバル化の急速な進展、 本格的な人口減少社会の到来の中で、 一人

一人の実り ある 生涯と 我が国社会の持続的な成長・ 発展を実現し 、 人類社会の調和ある 発展

に貢献し ていく ためには、 人材育成と 知的創造活動の中核である 高等教育機関が一層重要な

役割を果たすこ と が求めら れま す。 と り わけ、 今後の人材育成においては、 新たな知識・ 技

能を 習得する だけでなく 、 学んだ知識・ 技能を 実践・ 応用する 力、 更には自ら 問題の発見・

解決に取り 組む力を 育成する こ と が特に重要と なっ ていま す。 こ のこ と を 通じ て、 自主的・

自律的に考え、 多様な他者と 協働し ながら 、 新たなモノ やサービ ス を 生み出し 、 社会に新た

な価値を創造し 、よ り 豊かな社会を形成する こ と のでき る 人を育てていかなければなり ま せん。

我が国の高等教育機関への主たる 進学者であ る 18歳人口の推移を 見る と 、 平成 4 年の約

205万人を ピ ーク に減少し ており 、 令和 3 年に約114万人の 18歳人口が、 国立社会保障・ 人

口問題研究所の推計によ れば、 令和22年には 88万人に減少する と 試算さ れていま す（ 図表

2 -5 -2 ）。 ま た、 経済開発協力機構（ OECD） の調査によ る と 、 令和元年の我が国の大学学

士課程又は同等レ ベルへの進学率は 49.8％であり 、 OECD 平均と 同水準です。 さ ら に、 専門

学校等も 含めた高等教育機関全体への進学率は 72.3％であり 、 OECD 平均の 56％を上回っ て

いま す（ 図表 2 -5 -3 ）。

図表 2 -5 -2 1 8 歳人口と 高等教育機関への進学率等の推移

18 歳人口と 高等教育機関への進学率等の推移

18 歳人口は、平成21～令和2 年頃までほぼ横ばいで推移するが、令和3 年頃から再び減少局面に突入し 、令和22年には約88 万人まで減少することが予測されている。

●18 歳人口　 ＝　 3年前の中学校及び義務教育学校卒業者数並びに中等教育学校前期課程修了者数

●進学率2　 ＝

●進学率１　 ＝　
当該年度の高校等卒業者数のうち大学・ 短大へ願書を提出した者の数

当該年度の高校等卒業者数

○高校等卒業者数　 ＝　 高等学校及び中等教育学校後期課程卒業者数

当該年度の大学・ 短大・ 専門学校の入学者、高専４ 年次在学者数

18 歳人口

当該年度の大学・ 短大の入学者数
18歳人口

○現役志願率　 ＝

○収容力（ ※現役のみ）　 ＝
当該年度の大学・ 短大進学者数（ ※現役のみ）

当該年度の大学・ 短大志願者数（ ※現役のみ）

（ 出典） 文部科学省「 学校基本統計」。 令和16年～22年については国立社会保障・ 人口問題研究所「 日本の将来推計人口（ 平
成29年推計）（ 出生中位・ 死亡中位）」 を基に作成。

※進学率、 現役志願率については、 小数点以下第2 位を四捨五入し ているため、 内訳の計と 合計が一致し ない場合がある。

91.8 %収容力（ 大学＋短大）※現役のみ
大学： :91.3 %

短大： 98.5 %

進学率1（ 大学＋短大＋高専＋専門学校）

大学：

短大：

高専4 年次：

専門学校：

54 .9 %

4 .0%

0 .9%

24 .0%

62.1%

現役志願率（ 大学＋短大）
大学： 58 .0%

短大： 4.1%

58.9%

進学率2（ 大学＋短大）
大学:54 .9%

短大: 4.0%

（ 万人） （ ％）
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*出典：ＧＥグローバル・イノベーション・バロメーター 2016 年世界 23 か国の経営層の

意識調査

１．大学における数理・データサイエンス教育強化の必要性

第５期科学技術基本計画（平成２８年１月閣議決定）においては，ネット

ワーク化やサイバー空間利用の飛躍的発展といった潮流を踏まえ，ＩＣＴを

最大限に生かした新しい価値やサービスが次々と創出され，社会の主体たる

人々に豊かさをもたらす「超スマート社会」が未来社会の姿として示される

とともに，こうした社会を世界に先駆けて実現するための取組の強化，社会

における新しい価値・サービスの創出に向けた技術基盤の強化，人材育成の

必要性が示されている。

このような未来社会においては，広範囲かつ目的に整合したデータの取得

を前提として，それらのデータに内在する本質的構造を見極め，数理的思考

に基づいて解析・問題解決を行う能力，データサイエンスを活用して新たな

価値を生み出し，有用なシステム構築につなげる能力が求められる。これら

の能力の活用は，ＡＩ，ロボットやセンシングなどの理工学を中心とした分

野のみならず，学問領域を超えて，法律，金融・保険，健康・医療，災害対

策など社会における様々な分野の発展に大きく寄与するものとして期待され

ている。

既に現代においても，データが豊富に入手できる時代となっている中で，

データとアナリティクスを用いた意思決定を行う企業の割合が世界平均６１

％であるのに対し，日本は４０％と低い状況である*。今後，世界ではますま

すデータを利活用した新産業創出や企業の経営力・競争力強化がなされるこ

とが予想され，データの有する価値を見極めて効果的に活用することが企業

の可能性を広げる一方で，重要なデータを見逃した結果として企業存続に関

わる問題となる可能性もある。

例えば，データから新たな顧客ニーズを読み取って商品を開発することや，

データを踏まえて効率的な資源配分や経営判断をするなど，データと現実の

ビジネスをつなげられる人材をマスとして育成し，社会に輩出することが，

我が国の国際競争力の強化・活性化という観点からも重要である。

このため，数理的思考力とデータ分析・活用能力を持つ人材の育成が必須

となっており，社会に価値やサービスを生み出すという目的に合致した大学

教育システムの構築が必要である。

このような幅広い分野で活躍する新しい人材の供給により，超スマート社

会の実現及びその社会における競争力の向上を目指すものである。

  

【資料２】
「大学の数理・データサイエンス教育強化方策について」（文部科学
省）より抜粋（https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/koutou
/080/gaiyou/__icsFiles/afieldfile/2016/12/21/1380788_01.pdf）
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資料 3：「あいちデジタル人材育成支援アクションプラン」（抜粋） 
 
 
１．書類等の題名 

あいちデジタル人材育成支援アクションプラン 
 
２．出典 

愛知県ホームページ「あいちデジタル人材育成支援アクションプラン」 
 
３．引用範囲 

「https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/414139.pdf」4 ページから 9 ページ 

を引用・抜粋した。 
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①

②

③

④

⑤

⑥

主体性
多様性
協働性

DP① DP② DP③ DP④ DP⑤ DP⑥

23 71 64 69 37 38

46 142 128 138 74 76

ビジネス価値創造概論 〇 〇 〇 〇 〇 〇

経営学概論 〇 〇 〇 〇 〇

データ経営入門 〇 〇 〇

マーケティング概論 〇 〇 〇

流通概論 〇 〇 〇

経済学・経済政策 〇 〇 〇

簿記・会計学概論 〇 〇 〇

情報倫理 〇 〇 〇 〇

5 7 6 8 1 3

10 14 12 16 2 6

経営管理論 〇 〇 〇

経営組織論 〇 〇 〇

企業論 〇 〇 〇

金融基礎論 〇 〇 〇

経営法務 〇 〇 〇

簿記A 〇 〇 〇

簿記B 〇 〇 〇

消費者行動論 〇 〇 〇

イノベーション・マネジメント 〇 〇 〇 〇

ブランドマネジメント 〇 〇

マーケティング論Ⅰ 〇 〇

マーケティング論Ⅱ 〇 〇

マーケティング戦略演習 〇 〇 〇 〇

プロダクトプランニング 〇 〇 〇

マーケティングリサーチ 〇 〇 〇

ロジスティクス 〇 〇 〇 〇

流通システム論 〇 〇

リテールマーケティング 〇 〇 〇

eビジネス概論 〇 〇 〇

eコマース概論 〇 〇 〇

情報社会論 〇 〇 〇 〇 〇

経営のための基礎数学 〇 〇 〇

経営のためのプログラミング 〇 〇 〇 〇 〇

2 20 20 20 4 6

4 40 40 40 8 12

基
礎
科
目

（9科目）

（18単位）

基
幹
科
目

（30科目）

（60単位）

専
門
科
目

経営に必要なデータを収集・分析・可視化する基礎的知識及び技能や能力を身につけている。

ディプロマ・ポリシー達成向けた経営学部データ経営学科専門科目対応表

建学の精神を実践し、社会が求める幅広い視野と教養を身につけ、社会やビジネスを取り巻く環境を理解し、自分事と
して捉える資質・能力を身につけている。

経営学、マーケティングなど経営に関する基礎的・専門的知識や理論を理解し身につけている。

科目名

該当科目数→

該当単位数→

新たなビジネスの価値創造に寄与するために、修得した知識・技能を基に論理的に思考し、ビジネス上の問題・課題を
発見することで、経営戦略の構築や意思決定に役立てることができる能力を身につけている。

適切かつ分かりやすく伝えることができるコミュニケーション能力とプレゼンテーション能力を身につけている。

主体的に問題・課題解決に向け取り組むことができる態度、および多様な人々と協働することができる能力を身につけ
ている。

知識・技能
思考力
判断力
表現力

【資料４】
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主体性
多様性
協働性

DP① DP② DP③ DP④ DP⑤ DP⑥

23 71 64 69 37 38

46 142 128 138 74 76

科目名

該当科目数→

該当単位数→

知識・技能
思考力
判断力
表現力

経営史 〇 〇 〇

経営戦略論 〇 〇 〇

生産管理論 〇 〇 〇

中小企業論 〇 〇 〇

リーダーシップ論 〇 〇 〇 〇

意思決定論 〇 〇 〇 〇

サービスマネジメント 〇 〇

国際経営 〇 〇 〇

アントレプレナーシップ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

スタートアップ実践 〇 〇 〇 〇 〇

工業簿記 〇 〇 〇

管理会計論 〇 〇 〇

財務諸表論 〇 〇 〇

財務諸表分析 〇 〇 〇 〇 〇

コンピュータ会計 〇 〇 〇 〇

サプライチェーンマネジメント 〇 〇

コンテンツビジネス論 〇 〇 〇

課題解決演習 〇 〇 〇 〇 〇

マーケティング思考論 〇 〇 〇

ソーシャルマーケティング 〇 〇 〇

国際マーケティング 〇 〇

リレーションシップマーケティング 〇 〇 〇

プロダクトディベロップメント 〇 〇 〇

マーケティングコミュニケーション 〇 〇

デジタルプロダクトプランニング 〇 〇 〇 〇

インターネットマーケティング 〇 〇 〇

マーチャンダイジング論 〇 〇 〇

マーケティングインテリジェンス 〇 〇 〇

データドリブンマーケティング 〇 〇 〇 〇

プロモーション演習 〇 〇 〇 〇

リテールマーケティング演習A 〇 〇 〇

リテールマーケティング演習B 〇 〇 〇

経営データマイニング 〇 〇 〇

人事データ分析 〇 〇 〇 〇 〇

企業・会計データ分析 〇 〇 〇 〇 〇

経営統計学入門 〇 〇 〇

経営統計学 〇 〇 〇 〇 〇

経営データ分析基礎 〇 〇 〇 〇

経営データ分析 〇 〇 〇 〇

経営分析手法 〇 〇 〇 〇

意思決定分析 〇 〇 〇 〇 〇

経営オペレーションズリサーチ 〇 〇 〇 〇 〇

5 39 31 35 21 19

10 78 62 70 42 38

ビジネス価値創造学習 〇 〇 〇

ビジネス価値創造演習Ⅰ 〇 〇 〇 〇 〇

ビジネス価値創造演習Ⅱ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ビジネス価値創造実践Ⅰ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

ビジネス価値創造実践Ⅱ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

論文作成指導 〇 〇 〇 〇 〇 〇

卒業論文 〇 〇 〇 〇 〇 〇

（7科目） 7 5 7 6 7 6

（18単位） 14 10 14 12 14 12

海外事情１ 〇 〇 〇

海外事情２ 〇 〇 〇

海外事情３ 〇 〇 〇

海外事情４ 〇 〇 〇

（4科目） 4 0 0 0 4 4

（8単位） 8 0 0 0 8 8

専
門
演
習
科
目

自
由
選
択
科
目

異
文
化
理
解
科
目

発
展
科
目

（49科目）

（98単位）

専
門
科
目
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科目区分 1年次 2年次 3年次 4年次

【NGU教養スタンダード科目】
必修科目
　キリスト教概説1、キリスト教概説2、基礎セ
ミナー、情報処理リテラシー、日本語表現、
基礎英語1、基礎英語2、英会話1、英会話2

【学部専門科目】　必修科目
≪基礎科目≫
　経営学概論、経済学・経済政策、簿記・会
計学概論

【学部専門科目】　必修科目
≪基幹科目≫
　経営管理論、経営組織論

【学部専門科目】　選択科目
≪基幹科目≫
　企業論、簿記A

【学部専門科目】　選択科目
≪基幹科目≫
　金融基礎論、経営法務、簿記A、簿記B、消
費者行動論、イノベーション・マネジメント 、
ブランドマネジメント
【学部専門科目】
≪発展科目≫　［経営］
　工業簿記、管理会計論、コンテンツビジネ
ス論、課題解決演習

【学部専門科目】　必修科目
≪基礎科目≫
　マーケティング概論、流通概論

【学部専門科目】　必修科目
≪基幹科目≫
　マーケティング論Ⅰ、マーケティング論Ⅱ
【学部専門科目】　　選択科目
≪基幹科目≫
　マーケティング戦略演習、プロダクトプラン
ニング、マーケティングリサーチ、ロジスティ
ク、流通システム論、リテールマーケティング
【学部専門科目】　　選択科目
≪発展科目≫　［マーケティング］
　マーケティング思考論、ソーシャルマーケ
ティング、国際マーケティング、プロモーショ
ン演習、リテールマーケティング演習A、テー
ルマーケティング演習B

【NGU教養スタンダード科目】　必修科目
　情報処理リテラシー

【学部専門科目】　必修科目
≪基礎科目≫
　　データ経営入門、情報倫理

【NGU教養スタンダード科目】
　データサイエンスリテラシー、【教養】統計
学、【教養】数学、情報英語1、情報英語2

【学部専門科目】
≪基幹科目≫
　eビジネス概論、経営のための基礎数学

【学部専門科目】
≪基幹科目≫
　eコマース概論、情報社会論、経営のため
の基礎数学

【学部専門科目】　　選択科目
≪発展科目≫［経営分析手法］
　経営統計学入門、経営統計、経営データ
分析基礎、経営データ分析

【学部専門科目】　必修科目
≪基礎科目≫
　ビジネス価値創造概論
≪専門演習科目≫
　ビジネス価値創造学習

【学部専門科目】　必修科目
≪専門演習科目≫
　ビジネス価値創造演習Ⅰ
　ビジネス価値創造演習Ⅱ
　論文作成指導

【学部専門科目】　必修科目
≪専門演習科目≫
　ビジネス価値創造実践Ⅰ

【学部専門科目】　必修科目
≪専門演習科目≫
　ビジネス価値創造実践Ⅱ
　卒業論文

【学部専門科目】
≪基幹科目≫
　経営のためのプログラミング
≪発展科目≫［経営］
　財務諸表分析（再）、人事データ分析、企
業・会計データ分析

⑤

適切かつ分かりやすく伝えることが
できるコミュニケーション能力とプレ
ゼンテーション能力を身につけてい
る。

【NGU教養スタンダード科目】 必修科目
　基礎セミナー、基礎英語1、基礎英語2、英
会話1、英会話2
【学部専門科目】　必修科目
≪基礎科目≫
　ビジネス価値創造学習

【学部専門科目】　必修科目
≪専門演習科目≫
　ビジネス価値創造演習Ⅰ
　ビジネス価値創造演習Ⅱ

【学部専門科目】　必修科目
≪専門演習科目≫
　ビジネス価値創造実践Ⅰ

【学部専門科目】　必修科目
≪専門演習科目≫
　ビジネス価値創造実践Ⅱ

⑥

主体的に問題・課題解決に向け取
り組むことができる態度、および多
様な人々と協働することができる能
力を身につけている。

【NGU教養スタンダード科目】
　発展セミナー、ボランティア演習、まちづくり
演習、上級まちづくり演習

【学部専門科目】
≪基幹科目≫
　マーケティング戦略演習
≪発展科目≫　［経営］
　課題解決演習、プロモーション演習

⑦

経営学部データ経営学科カリキュラム・マップ

【NGU教養スタンダード科目】
【学部専門科目】
≪基礎科目≫
≪基幹科目≫
≪発展科目≫［経営分析手法］

【学部専門科目】
≪発展科目≫［経営分析手法］
　経営データマイニング、人事データ分析、企業・会計データ分析、経営分析手
法、意思決定分析、経営オペレーションズリサーチ

【学部専門科目】
≪基礎科目≫
≪基幹科目≫
≪発展科目≫
≪専門演習科目≫

【学部専門科目】
≪発展科目≫　［経営］
　　経営戦略論、リーダーシップ論、意思決定論、アントレプレナーシップ、スター
トアップ実践、課題解決演習
≪発展科目≫　［マーケティング］
　マーケティング思考論、プロモーション演習
≪発展科目≫　［経営分析手法］
　意思決定分析

①

キリスト教主義に基づいた豊かな
人格の形成、社会が求める幅広い
視野と成熟社会で暮らし活躍する
市民としての基礎的素養・教養を
理解し育むことに繋がる教育を行
う。

③
マーケティングに関する基礎的・専
門的知識や理論を理解し身につけ
る教育を行う。

②
経営学に関する基礎的・専門的知
識や理論を理解し身につける教育
を行う。

経営に必要なデータを収集・分析・
可視化する基礎的知識及び技能・
能力を修得する教育を行う。

・本学の建学の精神に共感し、
その建学の精神に沿う豊かな
人間性と誠実さを持ち、社会の
役に立つことを実行しようとする
高い志を持つ者

・現実の経済及び企業経営の
実践に対する探究心が旺盛
で、進んで真理を追究する意欲
と能力がある者

・情報が多様化する社会に興
味を持ち、情報を収集・分析・
可視化する知識やスキルを修
得して、そこから産業及び企
業、社会の革新に寄与する思
考を身につける意欲がある者

・課題解決に向けた、必要な基
礎的知識・論理的思考力・コ
ミュニケーション能力を備える
意欲がある者

修得した知識・技能を生かして問
題・課題を発見したり、経営戦略の
構築や意思決定に役立てたり、新
たなビジネスの価値創造に寄与す
る力を向上させるPBL型教育や卒
業研究を配置する。

⑤

求める学生像アドミッション・ポリシー

【関心・意欲・態度】
①　本学の建学の精神に共感し、
その建学の精神に沿う豊かな人間
性と誠実さを持ち、経営学や企業
経営を実践することを通して、社会
に貢献する高い志を持つ者

【知識・理解、技能】
②　本学部学科において、経営や
マーケティング、経営分析手法等
を学ぶ上で必要な、高等学校の教
育課程における基礎的な学力を有
する者

【思考力・判断力・表現力】
③　ビジネスにおいて課題を解決
し、価値創造に寄与するための基
礎となる、多面的に考察する思考
力、適切な判断力、論理的でわか
りやすい表現力を有する者

【NGU教養スタンダード科目】
【学部専門科目】
≪基礎科目≫
≪基幹科目≫
≪発展科目≫
≪専門演習科目≫
【自由選択科目】
≪異文化理解科目≫ 【自由選択科目】

　≪異文化理解科目≫
　海外事情1、海外事情2、海外事情3、海外事情4

これら能力を修得するために設置する主な授業科目

【NGU教養スタンダード科目】
　［キリスト教］
　［自己理解と自己開発］
　［情報］［言語とコミュニケーション］
　［歴史・文化の理解］［社会の理解］
　［自然・人間・生命の理解］
　［地域の理解］に関する科目

【NGU教養スタンダード科目】　選択科目
　聖書学、キリスト教倫理、キリスト教史、発展セミナー、、キャリアデザイン1a、キャリアデザイン1b、キャリアデザイン2a 、キャリアデザイン2b、ボランティア学、ボランティア
演習、インターンシップ1、インターンシップ2、データサイエンスリテラシー、実用日本語表現法、アカデミック日本語表現法、実用英語1、実用英語2、情報英語1、情報英語
2、TOEIC英語1、TOEIC英語2、ドイツ語1、ドイツ語2、フランス語1、フランス語2、スペイン語1、スペイン語2 、中国語1、中国語2、韓国語1、韓国語2、【教養】日本史、【教養】
世界史、【教養】日本文学、【教養】外国文化論、【教養】文化人類学、【教養】陶芸論、【教養】陶芸演習、【教養】政治学、【教養】国際政治学、【教養】国際関係論、教養】平
和学、【教養】法学、【教養】日本国憲法、【教養】経済学、【教養】統計学、【教養】社会学、【教養】教育学、【教養】哲学、【教養】心理学、【教養】数学、【教養】物理学、【教
養】化学、【教養】地学、【教養】生物学、【教養】環境学、【教養】スポーツ健康科学、【教養】スポーツ初級a、【教養】スポーツ初級b、【教養】スポーツ中級a、【教養】スポーツ
中級b、まちづくり学、まちづくり演習、上級まちづくり演習

【学部専門科目】
　≪基礎科目≫
　≪基幹科目≫
　≪発展科目≫　［経営］

【学部専門科目】　　選択科目
≪発展科目≫　［経営］
　経営史、経営戦略論、生産管理論、中小企業論、リーダーシップ論、意思決定
論、国際経営、アントレプレナーシップ、スタートアップ実践、財務諸表論、財務
諸表分析、コンピュータ会計、サプライチェーンマネジメント

【学部専門科目】
≪基礎科目≫、
≪基幹科目≫
≪発展科目≫　［マーケティング］

【学部専門科目】　　選択科目
≪発展科目≫　［マーケティング］
　リレーションシップマーケティング、プロダクトディベロップメント、マーケティング
コミュニケーション、
デジタルプロダクトプランニング、インターネットマーケティング、マーチャンダイ
ジング論、マーケティングインテリジェンス、データドリブンマーケティング

ディプロマ・ポリシーで掲げる6つの知識・技能・能力を身につけているか、授業への参加度や学修成果を可視化した課題や試験、卒業論文などを通して総合的に評価する。

⑥

養成する人材像

＜養成する人材像＞
　経営及びマーケティング分野の
専門的知識と、経営戦略や意思
決定において不可欠な経営分析
に関する基礎的知識及びスキル
を兼ね備え、ビジネスの現場にお
いてこれら学部教育で培った能
力を発揮できる人材を養成する。

（具体的には）
　社会が求める幅広い視野と教
養、経営学分野の理論に関する
知識を備え、社会やビジネスなど
で取り扱うデータを把握及び分析
し活用する思考と手法を修得す
る。その上で、ビジネスの現場な
どで、

①それら知識や理論と実践に基
づいたスキルを駆使し、社会やビ
ジネスの問題・課題解決に向け
主体的に行動することができる人
材

②経営に関する多様なデータの
収集・分析に基づいて、経営戦略
の構築や新たなビジネス価値の
創造に寄与することができる人材

③コミュニケーション能力やプレ
ゼンテーション能力を備え、分析
したデータを適切かつわかりやす
く伝えることができる人材

の養成を目的とする。

①

建学の精神を実践し、社会が求め
る幅広い視野と教養を身につけ、
社会やビジネスを取り巻く環境を理
解し、自分事として捉える資質・能
力を身につけている。

②
経営学、マーケティングなど経営に
関する基礎的・専門的知識や理論
を理解し身につけている。

新たなビジネスの価値創造に寄与
するために、修得した知識・技能を
基に論理的に思考し、ビジネス上
の問題・課題を発見することで、経
営戦略の構築や意思決定に役立
てることができる能力を身につけて
いる。

④

ディプロマ・ポリシー

③
経営に必要なデータを収集・分析・
可視化する基礎的知識及び技能
や能力を身につけている。

コミュニケーション能力やプレゼン
テーション能力、問題・課題解決に
向け主体性を持って多様な人々と
協働して物事に取り組む力を育む
アクティブ・ラーニング型の演習科
目を配置する。

カリキュラム・ポリシー

④

【資料５】
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基
礎

必修 2
ビジネス価値創造概論

卒業論文

基
礎

必修 6
経営学概論
簿記・会計学概論

経済学・経済政策

必修 4
経営管理論 経営組織論

選択 10
企業論
簿記A

金融基礎論
経営法務
簿記B

発
展

選択 20

サービスマネジメント 経営史
中小企業論
アントレプレナーシップ
国際経営
コンピュータ会計

経営戦略論
リーダーシップ論
意思決定論
スタートアップ実践

基
礎

必修 4
流通概論 マーケティング概論

必修 4
マーケティング論Ⅰ マーケティング論Ⅱ

選択 4
消費者行動論 イノベーション・マネジメント

発
展

選択 4
マーケティング思考論
国際マーケティング

基
礎

必修 4
データ経営入門 情報倫理

基
幹

選択 0

発
展

選択 10
経営統計学入門
経営データ分析基礎

人事データ分析
経営分析手法

意思決定分析

14

キリスト教概説1
基礎セミナー
情報処理リテラシー
日本語表現
基礎英語1①
英会話1①

キリスト教概説2
基礎英語2①
英会話2①

20

キャリアデザイン1a
【教養】文化人類学

発展セミナー
キャリアデザイン1b
データサイエンスリテラシー
【教養】哲学

キャリアデザイン2a
【教養】統計学

キャリアデザイン2b
【教養】心理学

10

（経営戦略論）
（リーダーシップ論）
（意思決定論）
（スタートアップ実践）
（意思決定分析）

0 2

基幹 0 4 8 2 0 0 0 0

発展 0 0 4 6 14 10 0 0

必修 14 10 4 0 0 0 0 0 0

選択 20 4 8 4 4 0 0 0 0

選択 10
※2 （10）

124 24 24 22 20 16 12 2 4

24 24 24 24 24 24 24 24

※1　基幹科目は10単位以上、発展科目は経営、マーケティング、経営分析手法の各分野からそれぞれ4単位計12単位を含む18単位以上
※2　自由選択科目、NGU教養スタンダード科目及び専門科目の内、卒業兼単位数を超えるもの　
　　 専門科目、NGU教養スタンダード科目から、卒業要件を超える単位数を（　）内に表示する
※3　科目名の後ろに、①が付してあるものは1単位、④は通年科目で4単位、その他は半期科目で2単位
　　 自由選択は、自由選択科目、NGU教養スタンダード科目及び専門科目のうち卒業要件単位数を超えるもの

ビジネス価値創造演習Ⅰ ビジネス価値創造演習Ⅱ
論文作成指導

ビジネス価値創造実践Ⅰ④

経営学部データ経営学科の教育課程の履修モデル【経営・ビジネスリーダー育成志向】

科目群 分野 区分 必修/選択 単位数
１年次 2年次 ３年次 ４年次

ビジネス価値創造実践Ⅱ④ビジネス価値創造学習

18

全学共通
NGU

教養スタンダード科目

必修

選択

経
営
学
部
デ
ー

タ
経
営
学
科

専
門
科
目

ビジネス価値創造
専
門

演
習

経営分析手法

必修

マーケティング
基
幹

経営

基
幹

自由選択

単
位
数
集
計

専門科目

必修

CAP（履修単位上限）

42

NGU教養スタンダート

自由選択

総計
※3

38単位

以上
※3

10 8 6
4（前期、後期で2単位ずつ按分

選択

8 4（前期、後期で2単位ずつ按分）

【資料６】
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基
礎

必修 2
ビジネス価値創造概論

卒業論文

基
礎

必修 6
経営学概論
簿記・会計学概論

経済学・経済政策

必修 4
経営管理論 経営組織論

選択 10

企業論
簿記A

金融基礎論
経営法務
簿記B

発
展

選択 22

工業簿記
コンテンツビジネス論
課題解決演習

サービスマネジメント
管理会計論

中小企業論
財務諸表論
コンピュータ会計

経営戦略論
意思決定論
生産管理論
財務諸表分析

基
礎

必修 4
流通概論 マーケティング概論

必修 4
マーケティング論Ⅰ マーケティング論Ⅱ

選択 4
流通システム論

発
展

選択 4
マーケティング思考論

基
礎

必修 4
データ経営入門 情報倫理

基
幹

選択 0

発
展

選択 10
経営データ分析基礎 経営データ分析 人事データ分析

経営分析手法
企業・会計データ分析

14

キリスト教概説1
基礎セミナー
情報処理リテラシー
日本語表現
基礎英語1①
英会話1①

キリスト教概説2
基礎英語2①
英会話2①

20

キャリアデザイン1a
【教養】文化人類学

発展セミナー
キャリアデザイン1b
データサイエンスリテラシー
【教養】哲学

キャリアデザイン2a
【教養】統計学

キャリアデザイン2b
【教養】心理学

10

（経営戦略論）
（意思決定論）
（生産管理論）
（財務諸表分析）
（企業・会計データ分析）

0 2

基幹 0 4 6 2 0 0 0 0

発展 0 0 8 8 10 10 0 0

必修 14 10 4 0 0 0 0 0 0

選択 20 4 8 4 4 0 0 0 0

選択 10
※2 （10）

124 24 24 24 22 12 12 2 4

24 24 24 24 24 24 24 24

※1　基幹科目は10単位以上、発展科目は経営、マーケティング、経営分析手法の各分野からそれぞれ4単位計12単位を含む18単位以上
※2　自由選択科目、NGU教養スタンダード科目及び専門科目の内、卒業兼単位数を超えるもの　
　　 専門科目、NGU教養スタンダード科目から、卒業要件を超える単位数を（　）内に表示する
※3　科目名の後ろに、①が付してあるものは1単位、④は通年科目で4単位、その他は半期科目で2単位
　　 自由選択は、自由選択科目、NGU教養スタンダード科目及び専門科目のうち卒業要件単位数を超えるもの

ビジネス価値創造演習Ⅰ ビジネス価値創造演習Ⅱ
論文作成指導

ビジネス価値創造実践Ⅰ④

経営学部データ経営学科の教育課程の履修モデル【経営コンサルタント育成志向】

科目群 分野 区分 必修/選択 単位数
１年次 2年次 ３年次 ４年次

ビジネス価値創造実践Ⅱ④ビジネス価値創造学習

18

全学共通
NGU

教養スタンダード科目

必修

選択

経
営
学
部
デ
ー

タ
経
営
学
科

専
門
科
目

ビジネス価値創造
専
門

演
習

経営分析手法

必修

マーケティング
基
幹

経営

基
幹

自由選択

単
位
数
集
計

専門科目

必修

CAP（履修単位上限）

42

NGU教養スタンダート

自由選択

総計
※3

38単位

以上
※3

10 8 6
4（前期、後期で2単位ずつ按分

選択

8 4（前期、後期で2単位ずつ按分）

【資料７】
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基
礎

必修 2
ビジネス価値創造概論

卒業論文

基
礎

必修 6
経営学概論
簿記・会計学概論

経済学・経済政策

必修 4
経営管理論 経営組織論

選択 6
企業論 ブランドマネジメント イノベーションマネジメント

発
展

選択 6
サービスマネジメント サプライチェーンマネジメント

中小企業論
経営戦略論

基
礎

必修 4
流通概論 マーケティング概論

必修 4
マーケティング論Ⅰ マーケティング論Ⅱ

選択 12
マーケティング戦略演習
消費者行動論
ロジスティクス

流通システム論
プロダクトプラニング
マーケティングリサーチ

発
展

選択 18
国際マーケティング論

リレーションシップマーケティング

マーチャンダイジング論
マーケティングインテリジェンス

マーケティング思考論

マーケティングコミュニケーション

インターネットマーケティング
データドリブンマーケティング

基
礎

必修 4
データ経営入門 情報倫理

基
幹

選択 4
情報社会論

発
展

選択 4
経営統計学入門　　　　経営
データ分析基礎

経営統計学

14

キリスト教概説1
基礎セミナー
情報処理リテラシー
日本語表現
基礎英語1①
英会話1①

キリスト教概説2
基礎英語2①
英会話2①

18

キャリアデザイン1a
【教養】社会学

キャリアデザイン1b
【教養】法学
【教養】統計学
【教養】心理学
【教養】文化人類学

キャリアデザイン2a キャリアデザインb

10

（中小企業論） （経営戦略論）
（マーケティングコミュニケーション）
（インターネットマーケティング）
（データドリブンマーケティング）

0 2

基幹 0 2 10 8 0 0 0 0

発展 0 0 4 6 12 8 0 0

必修 14 10 4 0 0 0 0 0 0

選択 20 4 10 4 2 0 0 0 0

選択 10
※2 （2） （8）

124 24 24 24 24 12 10 2 4

24 24 24 24 24 24 24 24

※1　基幹科目は10単位以上、発展科目は経営、マーケティング、経営分析手法の各分野からそれぞれ4単位計12単位を含む18単位以上
※2　自由選択科目、NGU教養スタンダード科目及び専門科目の内、卒業兼単位数を超えるもの　
　　 専門科目、NGU教養スタンダード科目から、卒業要件を超える単位数を（　）内に表示する
※3　科目名の後ろに、①が付してあるものは1単位、④は通年科目で4単位、その他は半期科目で2単位
　　 自由選択は、自由選択科目、NGU教養スタンダード科目及び専門科目のうち卒業要件単位数を超えるもの

10 8 6
4（前期、後期で2単位ずつ按分

選択

8 4（前期、後期で2単位ずつ按分）

38単位

以上
※3

自由選択

単
位
数
集
計

専門科目

必修

CAP（履修単位上限）

42

NGU教養スタンダート

自由選択

総計
※3

マーケティング

基
幹

経営
基
幹

全学共通
NGU

教養スタンダード科目

必修

選択

経
営
学
部
デ
ー

タ
経
営
学
科

専
門
科
目

ビジネス価値創造
専
門

演
習

経営分析手法

必修

ビジネス価値創造演習Ⅰ ビジネス価値創造演習Ⅱ
論文作成指導

ビジネス価値創造実践Ⅰ④

経営学部データ経営学科の教育課程の履修モデル【事業・商品企画開発担当者育成志向】

科目群 分野 区分 必修/選択 単位数
１年次 2年次 ３年次 ４年次

ビジネス価値創造実践Ⅱ④ビジネス価値創造学習

18
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前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

基
礎

必修 2
ビジネス価値創造概論

卒業論文

基
礎

必修 6
経営学概論
簿記・会計学概論

経済学・経済政策

必修 4
経営管理論 経営組織論

選択

発
展

選択 10
コンテンツビジネス論
課題解決演習

サービスマネジメント サプライチェーンマネジメント 意思決定論

基
礎

必修 4
流通概論 マーケティング概論

必修 4
マーケティング論Ⅰ マーケティング論Ⅱ

選択 2
ロジスティクス

発
展

選択 6
プロモーション演習 デジタルプロダクトプランニング インターネットマーケティング

基
礎

必修 4
データ経営入門 情報倫理

基
幹

選択 10
eビジネス概論
経営のための基礎数学

eコマース概論
情報社会論

経営のためのプログラミング

発
展

選択 20

経営統計学入門
経営データ分析基礎

経営統計学
経営データ分析

経営データマイニング
人事データ分析
経営分析手法

企業・会計データ分析
意思決定分析
経営オペレーションズリサーチ

14

キリスト教概説1
基礎セミナー
情報処理リテラシー
日本語表現
基礎英語1①
英会話1①

キリスト教概説2
基礎英語2①
英会話2①

20

キャリアデザイン1a
情報英語1
スポーツ初級a

キャリアデザイン1b
情報英語2
【教養】法学
【教養】心理学
スポーツ初級b

キャリアデザイン2a
【教養】社会学

キャリアデザイン2b
【教養】環境学

10

（意思決定論
（インターネットマーケティング）

（企業・会計データ分析）
（意思決定分析）
（経営オペレーションズリサーチ）

0 2

基幹 0 4 6 2 0 0 0 0

発展 0 0 8 8 10 10 0 0

必修 14 10 4 0 0 0 0 0 0

選択 20 4 8 4 4 0 0 0 0

選択 10
※2 （10）

124 24 24 24 22 12 12 2 4

24 24 24 24 24 24 24 24

※1　基幹科目は10単位以上、発展科目は経営、マーケティング、経営分析手法の各分野からそれぞれ4単位計12単位を含む18単位以上
※2　自由選択科目、NGU教養スタンダード科目及び専門科目の内、卒業兼単位数を超えるもの　
　　 専門科目、NGU教養スタンダード科目から、卒業要件を超える単位数を（　）内に表示する
※3　科目名の後ろに、①が付してあるものは1単位、④は通年科目で4単位、その他は半期科目で2単位
　　 自由選択は、自由選択科目、NGU教養スタンダード科目及び専門科目のうち卒業要件単位数を超えるもの

ビジネス価値創造演習Ⅰ ビジネス価値創造演習Ⅱ
論文作成指導

ビジネス価値創造実践Ⅰ④

経営学部データ経営学科の教育課程の履修モデル【データ活用リーダー育成志向】

科目群 分野 区分 必修/選択 単位数
１年次 2年次 ３年次 ４年次

ビジネス価値創造実践Ⅱ④ビジネス価値創造学習

18

全学共通
NGU

教養スタンダード科目

必修

選択

経
営
学
部
デ
ー

タ
経
営
学
科

専
門
科
目

ビジネス価値創造
専
門

演
習

経営分析手法

必修

マーケティング
基
幹

経営
基
幹

自由選択

単
位
数
集
計

専門科目

必修

CAP（履修単位上限）

42

NGU教養スタンダート

自由選択

総計
※3

38単位

以上
※3

10 8 6
4（前期、後期で2単位ずつ按分

選択

8 4（前期、後期で2単位ずつ按分）
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評価の観点 S A B C

①

建学の精神を実践し、社会が
求める幅広い視野と教養を身
につけ、社会やビジネスを取
り巻く環境を理解し、自分事
として捉える資質・能力を身
につけている。

知識
関心

問題意識

建学の精神の意識を強く抱くとと
もにそれを実践する。また、社会
環境・ビジネス環境の諸問題に対
して関心と問題意識を持ってい
る。さらに、諸問題に自身の専門
分野のみならず、学際的観点から
探求する意識がある。

建学の精神の意識を抱き、実践し
ようとする意欲がある。また、社
会環境・ビジネス環境の諸問題に
対して関心と問題意識を持ってい
る。さらに、諸問題に自身の専門
分野を中心に探求する意識があ
る。

建学の精神に関心を持っている。
また、社会環境・ビジネス環境の
諸問題に関心と問題意識を持って
いる。

建学の精神についての理解や社
会・ビジネスについての知識・理
解が不十分である。そのため、社
会環境・ビジネス環境の諸問題に
関心を持つに至らない。

②

経営学、マーケティングなど
経営に関する基礎的・専門的
知識や理論を理解し身につけ
ている。

知識

経営学、マーケティングを深く学
ぶことで高度な知識と理論を身に
付けている。また、それを実践で
柔軟に活用・応用することができ
る。

経営学、マーケティングを学ぶこ
とで必要な知識と理論を身に付け
ている。また、それを実践でどの
ように活用できるかを志向するこ
とができる。

経営学、マーケティングを学ぶこ
とで必要な知識と理論を身に付け
ている。

経営学、マーケティングの知識や
理論の修得が不十分であるため、
知識を活用することができない。

③

経営に必要なデータを収集・
分析・可視化する基礎的知識
及び技能や能力を身につけて
いる。

知識・技能

データの収集、加工、分析、可視
化の手法の理解とそれに関わる知
識と技術を身に付けている。ま
た、修得した知識や技術を実際の
企業経営で活用することができ
る。

データの収集、加工、分析、可視
化の手法の理解とそれに関わる知
識と技術を身に付けている。ま
た、修得した知識や技術を実際の
企業経営で活用しようと思考する
ことができる。

データの収集、加工、分析、可視
化の手法の理解とそれに関わる知
識と技術を身に付けている。

データの収集、加工、分析、可視
化の手法の理解とそれに関わる知
識と技術の習得が不十分である。
そのため、理論とデータの融合に
よる問題・課題解決につなげるこ
とができない。

思考力

実際の企業経営において問題・課
題を見つけ出し、その解決に向け
た具体的思考や提案ができるビジ
ネスの価値創造能力を身に付けて
いる。

実際の企業経営において、問題・
課題を見つけ出し、その解決に向
けた思考や提案に向けたビジネス
価値を創造する意識を持ってい
る。

実際の企業経営において、問題・
課題を見つけ出すことができる。

企業経営の問題・課題を見つけ出
すことができない。そのため、新
たな思考や提案をすることができ
ない。

判断力

必要かつ正確なデータや情報を収
集し、進めるべき企業経営や問
題・課題解決策について論理的に
思考し、総体的かつ柔軟な意思決
定をすることができる。

必要かつ正確なデータや情報を収
集し、進めるべき企業経営や課題
解決策について、基本となる意思
決定をすることができる。

必要かつ正確なデータや情報を収
集し、進めるべき企業経営や課題
解決策について必要性を認識し、
考えることができる。

進めるべき企業経営や問題・課題
に必要なデータや情報の収集・分
析、論理的思考および的確な判断
ができない。

⑤

適切かつ分かりやすく伝える
ことができるコミュニケー
ション能力とプレゼンテー
ション能力を身につけてい
る。

表現力

他者の意見を聞きながらも、自ら
の課題解決に向けた提案、取り組
みおよび成果について論理的に説
明することができる。また、さら
なる探求に向けた議論を展開する
ことができる。

他者の意見を聞きながらも、自ら
の課題解決に向けた提案、取り組
みおよび成果について論理的に説
明することができる。

他者の意見を聞きながらも、自ら
の課題解決に向けた提案、取り組
みおよび成果について基本的な説
明ができる。

自らの課題解決に向けた提案、取
り組みおよび成果について説明す
ることが難しい。また、他者と意
見交換ができない。

主体性

実際の企業経営における問題・課
題の解決に向けて強い意志や意欲
を持ち、主体的に行動することが
できる。

実際の企業経営における問題・課
題の解決に向けて自ら行動するこ
とができる。

実際の企業経営における問題・課
題の解決について自ら考えること
ができる。

実際の企業経営における問題・課
題に対する関心がないため、主体
的に行動することができない。

多様性
問題・課題に対して、多角的視点
から分析し、解決につなげること
ができる。

問題・課題に対して、多角的視点
から分析することができる。

問題・課題に対して、多角的視点
から考えることができる。

問題・課題に対して、多角的視点
から考えることができない。

協働性

建学の精神「敬神愛人」や共存共
栄の意識を強く抱き、社会や組織
のメンバーとの協働の意識をもと
に行動することができる。

社会や組織のメンバーとの協働の
意識をもとに行動することができ
る。

社会や組織のメンバーとの協働の
意識を持っている。

社会や組織のメンバーとの協働の
意識をもとにした行動をすること
ができない。

主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性

⑥

主体的に問題・課題解決に向
け取り組むことができる態
度、および多様な人々と協働
することができる能力を身に
つけている。

経営学部データ経営学科ディプロマ・ポリシー対応ルーブリック

知
識
・
技
能

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

DP

④

新たなビジネスの価値創造に
寄与するために、修得した知
識・技能を基に論理的に思考
し、ビジネス上の問題・課題
を発見することで、経営戦略
の構築や意思決定に役立てる
ことができる能力を身につけ
ている。
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必修科目区分 分野 1年次 2年次 3年次 4年次

ビジネス価値創造概論 ビジネス価値創造演習Ⅰ ビジネス価値創造実践Ⅰ ビジネス価値創造実践Ⅱ

ビジネス価値創造概論学習 ビジネス価値創造演習Ⅱ

論文作成指導 卒業論文

経営学概論 経営管理論

経済学・経済政策 経営組織論

簿記・会計学概論

マーケティング概論 マーケティング論Ⅰ

流通概論 マーケティング論Ⅱ

データ経営入門

情報倫理

キリスト教概説1

キリスト教概説2

自己理解と自己開発 基礎セミナー

数理・AI・データサイエンス教育 情報処理リテラシー

日本語表現

基礎英語1

基礎英語2

英会話1

英会話2

経営学部
データ経営学科

専門科目
（42単位）

経営学部データ経営学科必修科目一覧

キリスト教

言語とコミュニケーション

全学共通
NGU教養

スタンダード
科目

（14単位）

経営

マーケティング

経営分析手法

ビジネス価値創造

【資料１１】
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共通テスト
プラス入試

共通テスト
利用入試

指定校
推薦入試

情報・商業系
資格重視入試

商業系
科目入試

自己推薦
入試

特別奨学生
入試

基礎学力型 小論文型

【関心・意欲・態度】

本学の建学の精神に共感
し、その建学の精神に沿う
豊かな人間性と誠実さを持
ち、経営学や企業経営を実
践することを通して、社会
に貢献する高い志を持つ者

○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【知識・理解、技能】

本学部学科において、経営
やマーケティング、経営分
析手法等を学ぶ上で必要
な、高等学校の教育課程に
おける基礎的な学力を有す
る者

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

【思考力・判断力・表現力】

ビジネスにおいて課題を解
決し、価値創造に寄与する
ための基礎となる、多面的
に考察する思考力、適切な
判断力、論理的でわかりや
すい表現力を有する者

○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

選抜方法とアドミション・ポリシー

一般選抜 学校推薦型選抜 総合選抜型

一般入試 一般推薦入試
◎は、アドミッション・ポリシーと関連性が高い
〇は、アドミッション・ポリシーと関連がある

アドミション・ポリシー求める学生像

 ・本学の建学の精神に共感し、その建学の精神に
沿う豊かな人間性と誠実さを持ち、社会の役に立
つことを実行しようとする高い志を持つ者

 ・現実の経済及び企業経営の実践に対する探究心
が旺盛で、進んで真理を追究する意欲と能力があ
る者

・情報が多様化する社会に興味を持ち、情報を収
集・分析・可視化する知識やスキルを修得して、
そこから産業及び企業、社会の革新に寄与する思
考を身につける意欲がある者

 ・課題解決に向けた、必要な基礎的知識・論理的
思考力・コミュニケーション能力を備える意欲が
ある者

5人 6人
前期(33人）

中期・
後期(9人）

前期（27人）

後期（5人）
12人 27人

32人

3人 3人

42人

5人

【資料１２】
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○学校法人名古屋学院大学教員定年規程 

(1975 年 2 月 3日 制定) 

第 1 条 本大学に在職する専任教員の定年は、本規程に定めるところによる。 

第 2 条 専任教員の定年は、満 70 才とする。 

第 3 条 定年に達した教員は、定年に達した日の属する学年の末日限り退職する。 

第 4 条 大学長たる教授が定年に達したときは、その職務に従事する間は、在職期間

を延長することができる。 

第 5 条 この規程の所管は、総務課とする。 

第 6 条 この規程の改廃は、常任理事会で行う。 

 

 附則 1 この規程は、昭和 50 年 2 月 28 日から施行する。 

 附則 2 昭和 50 年 3月 31日現在で定年に達している教員についての経過措置は別途

考慮する。 

 附則 3 この規程は、2019 年 2 月 26 日改正、2019 年 2月 26 日から施行する。 

 附則 4 この規程は、2020 年 7 月 28 日改正、2020 年 7月 28 日から施行する。 

【資料１３】
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時
限

配当
年次

月 火 水 木 金

1 1 英会話1 曙614、615 情報リテラシー 曙511、512 基礎セミナー 曙608〜曙611 基礎セミナー 曙515〜曙517 日本語表現 曙613、614
【教養】社会学 曙201 英会話1 曙614、615、618 【教養】社会学 曙203 【教養】スポーツ初級a テニスコート 【教養】文化人類学 曙203

ボランティア学 曙202 【教養】化学 希201

2 【教養】スポーツ中級a 体育館 実用英語1 曙501 ドイツ語1 希406 【教養】スポーツ中級a 体育館 【教養】スポーツ中級a 体育館
【教養】スポーツ中級a テニスコート 韓国語1 曙605 フランス語1 曙617 マーケティング論Ⅰ 曙602
簿記B 曙203 【教養】スポーツ中級a 体育館 スペイン語1 曙403

【教養】スポーツ中級a テニスコート 中国語1 曙616
経営管理論 曙101 【教養】スポーツ中級a 体育館

コンテンツビジネス論 曙402

3 マーチャンダイジング論 曙401 アントレプレナーシップ 曙503 サプライチェーンマネジメント 希406 人事データ分析 曙404

4

2 1 【教養】社会学 曙201 情報リテラシー 曙511、512 【教養】日本文学 曙505 キリスト教概説1 曙401 日本語表現 曙614
【教養】スポーツ初級a 体育館 【教養】スポーツ初級a 体育館 【教養】国際政治学 曙202 基礎英語1 曙513、514 実用日本語表現法 希402
【教養】スポーツ初級a テニスコート 【教養】スポーツ初級a テニスコート 【教養】スポーツ初級a 体育館 【教養】教育学 曙504 基礎英語1 曙615〜617
まちづくり学 曙101 データ経営入門 曙102 【教養】スポーツ初級a 体育館 【教養】世界史 曙203
簿記・会計学概論 曙203 【教養】スポーツ初級a 体育館

2 リテールマーケティング 曙302 アカデミック日本語表現法 曙517 アカデミック日本語表現法 曙513 聖書学 曙603 ビジネス価値創造演習Ⅰ 曙302、303、希404

eコマース概論 曙401 TOEIC英語1 曙403 ドイツ語1 希406 【教養】スポーツ中級a テニスコート

ロジスティクス 曙202 フランス語1 曙617 金融基礎論 曙203
中国語1 曙615 ブランドマネジメント 曙301
ソーシャルマーケティング 曙302

3 中小企業論 希405 経営史 曙302 国際経営 曙201 リレーションシップマーケティング 曙402 コンピュータ会計 曙405

4

3 1 キャリアデザイン1a 曙304 【教養】文化人類学 曙101 情報リテラシー 曙511、512 【教養】平和学 曙101
【教養】社会学 曙201 【教養】国際関係論 曙202 流通概論 曙102
【教養】生物学 曙103 ビジネス価値創造概論 曙102
【教養】スポーツ初級a 体育館
【教養】スポーツ初級a テニスコート

2 課題解決演習 翼304 ドイツ語1 希406 マーケティング戦略演習 曙501 経営法務 曙401
フランス語1 曙617 工業簿記 曙402 経営データ分析基礎 曙301
スペイン語1 曙403

3 マーケティングインテリジェンス 曙407 財務諸表論 曙304 経営分析手法 希404

4

経営学部時間割（前期）

【資料１４】
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時
限

配当
年次

月 火 水 木 金

4 1 キャリアデザイン1a 曙504 キリスト教概説1 曙505 【教養】外国文化論 曙402 【教養】世界史 曙101
【教養】日本史 曙202 【教養】国際関係論 曙201 【教養】統計学 曙103 【教養】地学 希301
【教養】外国文化論 曙302 【教養】経済学 希301 【教養】教育学 曙502 【教養】生物学 曙301
【教養】心理学 曙602 【教養】哲学 希201 【教養】スポーツ健康科学 曙101 まちづくり学 曙102
【教養】生物学 曙103 【教養】環境学 曙302 【教養】スポーツ健康科学 希201

まちづくり演習 曙501
経営学概論 曙202

2 キャリアデザイン2a 曙301 情報英語1 曙403 経営統計学入門 曙406 リテールマーケティング演習A 希406

アカデミック日本語表現法 曙516 マーケティング論Ⅰ 曙402
情報社会論 希201

3 プロダクトディベロップメント 曙401 経営データマイニング 曙407 デジタルプロダクトプランニング 希405

4

5 1 【教養】日本文学 曙505 【教養】世界史 曙103 【教養】陶芸論 曙301 【教養】法学 曙101
【教養】法学 曙203 【教養】政治学 曙102 【教養】日本国憲法 曙102 【教養】化学 曙103
【教養】法学 曙201 【教養】国際政治学 曙201 【教養】スポーツ健康科学 曙101 【教養】環境学 希301
【教養】社会学 希301 【教養】平和学 翼302 【教養】スポーツ健康科学 希201 まちづくり学 曙102
【教養】数学 曙103 【教養】経済学 曙101

【教養】統計学 希301
【教養】統計学 曙505
【教養】哲学 希201
【教養】環境学 曙302

2 キャリアデザイン2a 曙401 キリスト教倫理 曙202 上級まちづくり演習 曙501
消費者行動論 曙304

3 ビジネス価値創造実践Ⅰ 曙506〜509 ビジネス価値創造実践Ⅰ 曙616〜曙618 ビジネス価値創造実践Ⅰ 曙604、605、希203 ビジネス価値創造実践Ⅰ 曙514〜曙517

4

6 1

2

3

4 ビジネス価値創造実践Ⅱ 曙506〜509 ビジネス価値創造実践Ⅱ 曙616〜曙618 ビジネス価値創造実践Ⅱ 曙604、605、希203 ビジネス価値創造実践Ⅱ 曙514〜曙517

1 インターンシップ1・2 曙101
陶芸実習 瀬戸キャンパス
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時
限

配当
年次

月 火 水 木 金

1 1 英会話2 曙614、615 英会話2 曙614、615、618 【教養】社会学 希301 【教養】哲学 希201 日本語表現 曙613、614
【教養】国際政治学 曙201 【教養】スポーツ初級b 体育館 eビジネス概論 曙102 【教養】スポーツ初級b テニスコート 【教養】化学 曙203

ビジネス価値創造学習 曙302、303

2 【教養】スポーツ中級b 体育館 実用英語2 曙501 ドイツ語2 希406 【教養】スポーツ中級b 体育館 【教養】スポーツ中級b 体育館
【教養】スポーツ中級b テニスコート 韓国語2 曙605 フランス語2 曙617 経営のためのプログラミング 曙402 マーケティング論Ⅱ 曙602
管理会計 曙203 【教養】スポーツ中級b テニスコート スペイン語2 曙403

経営組織論 曙101 中国語2 曙616
【教養】スポーツ中級b 体育館
マーケティング思考論 曙504

3 経営戦略論 曙201 リーダーシップ論 曙503

4

2 1 【教養】国際関係論 曙201 【教養】スポーツ初級b 体育館 【教養】スポーツ初級b 体育館 キリスト教概説2 曙401 実用日本語表現法 希402
【教養】スポーツ初級b 体育館 【教養】スポーツ初級b テニスコート マーケティング概論 曙102 基礎英語2 曙513、514 基礎英語2 曙615〜617
【教養】スポーツ初級b テニスコート 【教養】教育学 曙504 【教養】スポーツ初級b 体育館
まちづくり演習 曙501 【教養】スポーツ初級b テニスコート

企業論 曙203 【教養】スポーツ初級b 体育館

2 流通システム論 曙203 アカデミック日本語表現法 曙512 アカデミック日本語表現法 曙513 経営統計学 曙404 プロダクトプランニング 曙102
ビジネス価値創造演習Ⅱ 曙506〜509 TOEIC英語2 曙403 ドイツ語2 希406 ビジネス価値創造演習Ⅱ 曙508〜511 ビジネス価値創造演習Ⅱ 曙506〜509

イノベーションマネジメント 曙504 フランス語2 曙617
ビジネス価値創造演習Ⅱ 曙506〜509 中国語2 曙615

国際マーケティング 曙201

3 財務諸表分析 希406 スタートアップ実践 曙402 企業・会計データ分析 曙302
インターネットマーケティング 曙303

4

3 1 キャリアデザイン1b 曙304 【教養】日本文学 曙505 発展セミナー 曙614 【教養】国際政治学 曙103
【教養】生物学 曙103 【教養】国際関係論 曙101 経営のための基礎数学 曙405 経済学・経済政策 曙102
【教養】スポーツ初級b 体育館 情報倫理 曙102
【教養】スポーツ初級b テニスコート

2 キリスト教倫理 曙101 ドイツ語2 希406 論文作成指導 曙304、401 経営データ分析 曙401
プロモーション演習 曙303 フランス語2 曙617

スペイン語2 希404

3 経営オペレーションズリサーチ 曙406 意思決定分析 曙406 生産管理論 曙201 マーケティングコミュニケーション 曙304

4

経営学部時間割（後期）
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時
限

配当
年次

月 火 水 木 金

4 1 キャリアデザイン1b 曙504 キリスト教概説2 曙505 【教養】外国文化論 曙402 【教養】世界史 曙602
【教養】日本史 曙201 【教養】日本文学 曙402 【教養】統計学 曙304 【教養】文化人類学 曙201
【教養】外国文化論 曙302 【教養】社会学 曙502 【教養】物理学 希301
【教養】法学 曙603 【教養】スポーツ健康科学 曙101 【教養】化学 曙301
【教養】日本国憲法 曙101 【教養】スポーツ健康科学 希201 まちづくり学 曙103
【教養】哲学 希201 まちづくり演習 翼304
【教養】心理学 曙602 簿記A 曙202
【教養】生物学 曙103
【教養】環境学 曙303

2 キャリアデザイン2b 曙401 アカデミック日本語表現法 曙507 アカデミック日本語表現法 曙517 リテールマーケティング演習B 希406

アカデミック日本語表現法 曙516 情報英語2 曙403
マーケティングリサーチ 曙402 マーケティング論Ⅱ 曙302

3 意思決定論 曙301 データドリブンマーケティング 曙407

4

5 1 発展セミナー 曙614 キリスト教史 曙202 【教養】文化人類学 希301 【教養】文化人類学 曙201
【教養】日本文学 曙505 【教養】世界史 曙103 【教養】陶芸論 曙301 【教養】教育学 曙101
【教養】文化人類学 曙102 【教養】政治学 曙102 【教養】法学 曙102 【教養】物理学 希301
【教養】法学 曙203 【教養】日本国憲法 希301 【教養】統計学 曙103 【教養】生物学 曙102
【教養】日本国憲法 曙101 【教養】経済学 曙101 【教養】スポーツ健康科学 曙101 【教養】環境学 曙302
【教養】数学 曙103 【教養】統計学 希201 【教養】スポーツ健康科学 希201 まちづくり学 曙103
【教養】哲学 希201
【教養】環境学 曙303

2 キャリアデザイン2b 曙401 サービスマネジメント 曙304 上級まちづくり演習 曙506

3 ビジネス価値創造実践Ⅰ 曙506〜509 ビジネス価値創造実践Ⅰ 曙616〜曙618 ビジネス価値創造実践Ⅰ 曙604、605、希203 ビジネス価値創造実践Ⅰ 曙514〜曙517

4

6 1 データサイエンスリテラシー 曙101 データサイエンスリテラシー 曙101

2

3

4 ビジネス価値創造実践Ⅱ 曙506〜509 ビジネス価値創造実践Ⅱ 曙616〜曙618 ビジネス価値創造実践Ⅱ 曙604、605、希203 ビジネス価値創造実践Ⅱ 曙514〜曙517

1 ボランティア演習 曙506
インターンシップ1・2 曙101
【教養】スポーツ初級a 学外
【教養】スポーツ初級b 学外  

2 【教養】スポーツ中級a 学外
【教養】スポーツ中級b 学外
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